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流山市補助金等審議会会議録（第２回） 

 

１  開  催  日   平成２３年６月２８日（火） 

        午後３時から 

２  場   所   流山市役所第２庁舎３階３０３会議室 

３  出席委員  廣田委員、前田委員、山口委員、伊藤委員、 

        松本委員、西村委員 

４  欠席委員  柴委員 

５  事  務  局   安井財政調整課長、秋元財政調整課長補佐、加藤臨時

職員 

６  傍  聴  者   なし  

７  議   題   

（１）平成２３年度既存補助金審議における審議対象補助金等について 

（２）その他 

８  配付資料 

（１）補助金審議会 答申  

（２）ヒアリング対象集計表 

（３）補助金審議の判断基準 

 

（伊藤会長）ただいまから、第２回流山市補助金等審議会を開催いたし

ます。 

本日の会議は、出席６名、欠席１名ですので、会議は成立してい

ることをご報告します。 

なお、あらかじめ報告申し上げますが、流山市では、「審議会等

の会議の公開に関する指針」を策定し、審議会等の会議は原則公

開とする旨規定しておりますことから、本審議会も公開といたし

ますので、あらかじめご了解いただきたいと思います。 

それでは、議題に入りたいと思います。 

お手元に配布いたしました日程表「平成２３年度既存補助金審議

における審議対象補助金等について」を議題といたします。 

はじめに、事務局から配布資料の説明をお願いします。 

【事務局から資料の説明】 

（伊藤会長）今後、審議を進めるにあたって方法を議論していきたい
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と思います。まず、国県からの補助金は審議の対象としないという

ことを確認いたします。 

   続いて、ヒアリングを行うかですけれども。 

（山口副会長）流山市は、サンセット方式というのを導入していると

いうことで、３年以上のものは、すべて見直しの対象にすべきが原

則ではないかと考えます。 

   実行プランを読んだ限りでは、活きた補助金が出されていると

感じましたが、流山市にどれだけの割合で定着しているのか実績が

読めないところがありました。 

   実行プランを見ると市継ぎ足し単独分とういう記載があり、そ

の額が大きい補助金が２本あります。これは、市の補助金というの

で審査しなくてもいいのかと思います。 

   あとは、議論の中で決めればいいのかと思います。 

（伊藤会長）資料の全件を検討対象とし、その中のどれをヒアリング

を行うか決めていきます。９月末までに答申を目指して、７，８，

９月の 3 ヶ月、各月２回から３回審議会を開催するのが妥当だと考

えられます。ヒアリングは１日２時間１件１５分位で終わらせて、

次に具体的な審査議論に入りたいと思います。５０件以下のヒアリ

ングがベターだと思われます。ヒアリングの対象にしていきたいも

のがあれば、ご意見をお願いします。 

（前田委員）既存補助金を審議するのは、何のためにやるのかというと、

限られた流山市の財源の中で、必要なところに予算をつけていく

事だと思います。 

 前回の改善をしなさいという答申を見て、今回改善されている

のか、改善するための努力をしたのか、適正化プランの中に出て

こないとおかしいです。そういうものをヒアリングの時に指摘し

ていくべきです。ヒアリングの対象は、各委員の意見を出し合っ

て決めていけばいいと思います。ヒアリングはしないけれども、

見直しをする必要があるものも最終的に判断していけばいいと思

います。 

（西村委員）ヒアリングをする対象としては、５，０００万円超で３０

年経過のもの。金額は小さいが固定化して長期なもの、いわゆる長

期化固定化マンネリ化しているもの。５００万円以下で２０年超の
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もの、認めざるをえないものは除きました。経過年数が３年未満の

ものは、早いうちに効果が出ているか見極めるためにヒアリング対

象としました。去年改善要求したものは、どう評価したらよいのか

分かりませんでした。 

（廣田委員）書類だけで決めて、成果がきちんと出されていないもの

を選びました。何に使ったか、どういう成果が出たかわからないも

の、例えば、書類の再提出だけでもいいかと思います。 

（伊藤会長）ヒアリングしないでも追加資料で対応も可能なところも

あるかと思います。 

（山口副会長）成果がわからないものがあります。市の補助金ですの

で、市の活性化、市のためになり、市民が納得すれば、長期でも短

期でもいいと思います。 

（山口副会長）ヒアリング対象は、○の数が多いところ、前回見直す

べきと答申したものを尊重すべきだと思います。 

  【事務局、最終確認後の資料配布、説明】 

（伊藤会長）ヒアリングの対象は、３人以上○がついているものとし

ます。 

（山口副会長）３人以上は３０件をベースに、その他に３人以上にな

ってない前回対象になったもの２１件も含めれば、要改善のヒアリ

ングを聞くことができるかと思います。前回４９件でしたので、今

回５１件で数的には適当かと思います。 

（伊藤会長）前回対象の２１件全部対象にはせず、２人以上が妥当で

はないかと思います。まとめると、３人以上の３０件、前回対象の

２人以上の７件、合計３７件をヒアリング対象としたいと思います

がよろしいですか。 

  【異議なしの声】 

（伊藤会長）次回からのヒアリングは、２時から１件１５分で３日間と

し、７月５日、１２日、１９日させていただきます。 

これで第１回補助金等審議会を終了したいと思います。ありがと

うございました。 

 

午後５時３０分解散 

 


